
避難地域 12 市町村における小中学校教育等推進事業 

地 域 南相馬市 小高小学校、小高中学校 6 年生、中学 1 年生 

日にち 2024 年 6月 28 日（金） 時 間 14:20～15:20 

事 業 小中学校合同体験活動 

 

■内容 

相馬アグリ株式会社を視察 

【目的】 

異年齢集団での体験活動を通して、主体性と思いやりの心を育むとともに、地域の産業を学び郷

土の良さや将来について積極的に考え発信できる人材を育成する。 

【詳細】 

小高区川房にて、梅の栽培をする大内さんの圃場は、8ha の畑に梅の木(すももと梅を掛け合わせ

た品種の露茜)を 18,000 本作付けしており、ジュースやお酒に加工して、台湾や中国へ販売して

います。 

震災後は、放射線量が高く、何もできないと思っていた土地でした。何とか農業を続けたいとの

思いで、大麦や小麦を作付けしても、猿やイノシシに荒らされ、全く採算がとれなかったと話さ

れました。 

しかし、この頃は春になると、畑一面が真っ白になるほど花が咲き誇り、隣のバラ園と相まって

とても見応えのある風景になるそうです。 

今年の梅は、春先の強風により、生育が遅く、1週間遅れての収穫作業となりましたが、赤く熟し

た梅は、そのまま食べる事ができるそうで、児童、生徒たちは、味見をさせてもらい、「おいしい」

との声があがっていました。 

小雨の降る中でしたが、学年の垣根を越えて、協力しながら収穫を体験しました。 

 

■写真 

  
 


